
    

 

     シニア大学祭での役割分担と準備状況 

 

10 月 2９・３０日に行われる「シニア大学 

祭」が１ケ月後に迫りました。実行委員会メ 

ンバーを始め、シニア大学の殆どの皆さんが、 

それぞれの立場で準備に忙しい毎日を送って 

います。 そんな中で、各担当が取り組んで 

いる様々な役割と、その準備状況をお知らせ 

します。 

 

◎総務係は、七班（本部詰、受付、救急・救護、表示物作成、プログラム作成、警備・防災、 

飾り付け・調度）に分かれて、大学祭各係の潤滑油的な仕事を担っています。プログラム作成 

は皆様のご協力を得ながら、配布日を目指して作業を進めています。ご不明な事が有りました 

ら総務係にお問い合わせ下さい。解決のお力添えをさせて頂きます。コロナに負けない大学祭 

を全員の力で成功させましょう。     （総務係代表 宮田 謙二郎、副代表 齊藤 章） 

 

 

◎作品展では、書道・絵画・俳句・パソコン・水墨画・ 

絵手紙・写真の各サークルが、日頃の精進の成果を展示 

します。出展者 140 名、出展点数 316 です。 

会場は 5 階の会議室２、大会議室１、２及び通路です。 

（作品係代表 河野 昌子） 

 

 

◎芸能係は、ステージでの発表全体を担当します。各班、サークルのコーラスを主に趣向を凝 

らした催し物、出演者への誘導、進行のお手伝いを皆で協力して行います。 

又、１日目のお昼時間（12：00～12：50）ですが、シンガーソングライター「ライトボイ 

ス」の特別演奏もお楽しみ下さい。   （芸能係代表 三村 一博、副代表 織田 秀則） 

 

◎食堂 喫茶係は "ニコニコ笑顔で大学祭を楽しみましょう″ をモットーに 

5 階の料理教室、団体交流スペースに於いて、コーヒー（お菓子付き ２００円）を用意して 

おります。係一同 癒しの空間になれるよう頑張りますので、是非お立ち寄りください。皆様 

のお越しをお待ちしております。    （食堂係代表 船本 えり子、副代表 高橋 秀則）   
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◎販売係では福祉事業所で真心込めて作られたや 

さしい味の手作りクッキー、さをり織小物、手提 

げバッグなどに加え、中四国の名産品や特産品の 

お菓子、おつまみ、ドレッシング、元祖もみじ饅 

頭などラインナップを取り揃えて販売係一同、笑 

顔で皆様のご来場をお待ちしています。 会場は 

5 階の会議室 1 です。 

（販売係代表 津江 瑞穂、副代表 川迫 輝嗣） 

 

 

◎バザ－係では、大学・大学院・OB 会の講座日に寄贈品のお願いを呼び掛けています。２年 

のブランクを心配していましたが、少しずつ寄贈品も集まってきました。ご家庭で眠っている 

品物、手作り品をお待ちしております。皆様のご協力が頼みです。寄贈品の最終受付は 10 月 

20 日(木)です。よろしくお願いいたします。     

会場は 6 階のボランティア研修室です。係一同笑顔で販売いたします。どうぞお気軽にお買 

い物においで下さい。        （バザ－係代表 仙田 初絵、副代表 明神 喜代子） 

 

◎設営係は、今回の大学祭ではプレ大学祭用の舞台は作りません。加えて、休憩室及び通路に 

ブルーシートは敷きません。大学祭前日の 28 日午前 9 時から、8 班に分けて各会場に机、椅 

子、パネル板、ホワイトポード等を運び込みます。その後は、各係、サークルにて、配置をお 

願いします。又、早く終わった班からホールの芸能発表のステージ、観覧席、救急看護受付な 

どを設営します。            （設営係代表 木村 鉄美、副代表 向井 義貴） 

 

◎写真係は皆様の大学祭で活躍される姿をよりよく記録する為、写真提供のスタイルを、従来 

の単独販売から、各班、及び各サークル独自の創作アルバム形式に替えます。集合写真がメイ 

ンとなりますので、ご協力ください。A4 版１００円で、写真も８枚前後になり格安提供です。 

（写真係代表 田中 忠雄、副代表 竹本 勇） 
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 7 月 2１日に「広島市環境局中工場」を見学しました。第 94 回アカデミー賞《国際長編 

映画賞｠を受賞した映画「ドライブ・マイ 

カー」の広島市でのロケ地になった場所 

の１個所が今回の見学地です. 

平和公園から海側へ延びる吉島通りの 

南端に建つゴミの処分場ですが、ゴミの 

処理場とは思えない建物でした。 焼却 

設備は自動化運転により省力化され、排 

ガス中のばいじん等の有害物質を除去 

し、騒音・悪臭を外部に出さない施設に 

なっていました。 

 

 


